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鈴木  正規　自然環境局長�

　昭和41年より始まった「全国鳥獣保護実績発
表大会・愛鳥のつどい」は名称を「全国野生生
物保護実績大会」に改変し、今回で44回目にな
ります。�
　この大会は、全国の小学校・中学校・高等学
校・団体が、野鳥をはじめとする自然・野生生
物に親しむ活動を通して、自然保護の精神を養
うとともに、野生生物保護活動の実績を発表す
ることを目的として環境省・（財）日本鳥類保護
連盟主催、文部科学省・林野庁後援で開催して
います。�
　大会に出場するためには、47都道府県の野生
生物保護行政担当課や教育委員会によって各都
道府県の代表に選ばれなくてはなりません。各
都道府県知事から推薦された学校及び団体の活
動報告書は、（財）日本鳥類保護連盟に集められ、
環境省、（財）日本鳥類保護連盟、文部科学省、
林野庁、そして、日本鳥学会、（財）山階鳥類研
究所、全国愛鳥教育研究会、昆虫専門家、両
生・爬虫類専門家らの協力を得て、厳正な審査
にかけられます。そのようにして、大会への出
場者10者が決定されます。�
　平成21年度大会は、11月30日、千代田区霞
が関中央合同庁舎5号館2階講堂において、多数
の関係者並びに見学者の見守る中で開催されま
した。発表終了後、ただちに審査が行われ、各
受賞者が決定されるとともに表彰式が行われま
した。��
　ここに収録されている発表内容の要旨は、各
発表者から提出された資料をもとに（財）日本鳥
類保護連盟がまとめたものです。この報告書が
今後の学校や地域における愛鳥活動や自然保護
活動の一助になれば幸いです。�
　最後になりましたが、この大会に参加された
出場者のみなさま、見学者のみなさま、そして
関係者の方々に厚く御礼申しあげます。�
�

財団法人日本鳥類保護連盟�

第44回　全国野生生物保護実績発表大会記録�
�

※この報告書は再生紙を使用しています。�
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住　　所：〒940-0256 新潟県長岡市西中野俣1316�
学 校 長：石井　正文�
担当教諭：山田　真弘�
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環境大臣賞�

｢みんなの力でよみがえらせよう！｣�
～ふるさと中野俣の美しい自然～�

新潟県長岡市立中野俣小学校�

１．はじめに�
　中野俣地区は、長岡市の中心部から約20km、標高

1538mの守門岳の裾に位置している。昭和39年の愛

鳥モデル校指定以来、45年間野鳥観察を継続し記録

を蓄積している。昨年は、5年前の中越大震災で荒れ

てしまった学校の裏池を、地域住民と一緒に再生す

る活動を始めた。今年は、池の調査活動や整備など

地域住民とともに環境保全活動に取り組んでいる。�

�

２．活動内容�
（１）探鳥会と生息状況調べ�

　毎年、学校から日本名水百選の「杜々の森」まで

歩いて探鳥会を行っている。新潟県に390種ほど見ら

れる野鳥のうち、杜々の森には120～150種ほどが見

られる。オオルリなど珍しい野鳥も多く生息している。�

�

�

�

�

�

�

�

　今年は子どもたちだけでなく、地域の老人会の方々

も一緒に観察をした。�

　探鳥会で観察できた野鳥を、毎年記録表に記入し、

生息状況の変化が確認できるようにしている。（表１）�

変化は大きく３つに分けられる。表２－①は、中野

俣でよく見られる鳥の確認状況。特に、サシバ、ノ

ジコ、キセキレイなどは里山の環境にいる鳥で、こ

れらの野鳥が毎年見られることが、中野俣の環境が

変わっていないというバロメーターになる。�

�

�

�

�

�

　表２－②からは最近見られなくなった鳥の状況が

確認できる。チゴモズは平成９年から、ホトトギス

は平成11年から探鳥会で確認できなくなっている。

チゴモズは全国的にも確認が難しくなってきている。�

�

�

�

�

　表２－③は新しく見られるようになった鳥の確認

状況である。ミサゴ、ハチクマ、オオバン、オオヨ

シキリなどがいる。�

�

�

�

�

　昨年、高学年が巣箱を作り、

「杜々の森」に設置した。今

年５月の探鳥会で、その９カ

所中２カ所にヤマガラが確認

できた。ヤマガラも毎年中野

俣地区で確認される鳥である。�

 「杜々の森」は自然豊かだが、

鳥の数や種類は年々減ってき

ている。観光客によるゴミの

増加や生活排水が流されるこ

となども関係あるのかもしれ

ない。そこで、探鳥会の帰り

道にはクリーン活動をしてい

る。�

（２）カワセミの池の調査活動�

●カワセミハウスについて�

　昨年、中越大震災の影響で濁った学校の裏池の再

生活動に取り組んだ。地域住民に協力をお願いし、

子どもたちとともに池の大清掃をした。その結果、

ヌカエビやメダカを目当てにカワセミが来るように

なった。春だけでなく、夏から秋にかけて老人会と

学校が協力して池の清掃をしている。また、老人会

からは、カワセミの止まり木や、観察しやすいよう

に桟橋を設置していただいた。さらに、池の水棲生

物を観察・調査できるように観察小屋も設置してい

ただいた。茅葺屋根のこの観察小屋を「カワセミハ

ウス」と命名した。�

　地域住民の協力によって、

一層池の観察がしやすい環境

となった。�

●カワセミの飛来状況�

　カワセミの裏池への飛来状

況をまとめた（表３）�

　晴天に来ることが多いと予

想していたが、意外に雨天に

も来ていた。また、晴天は午

前に、雨天は午後に来ること

が多く、曇りは午前も午後も

同じくらいであった。天候で

飛来状況が違った。�

●水棲生物マップ作りのための調査�

　中学年は、カワセミの池の調査活動に取り組んで

いる。長岡市立科学博物館学芸員の岩本先生から、

池の生き物の種類と数を調べ

る方法を教えていただいた。�

　①桟橋近くの蓮の周辺、②

池の大部分を占める水草の中、

③木の下の落ち葉や泥が堆積

している日かげの３つの場所

に分けて調査した。�

　各場所10分ずつ、網で水棲生物をつかまえた。そ

れを①魚、②エビ、③ヤゴ、④カエル・サンショウ

ウオなどの両生類、⑤その他ミズカマキリ・ゲンゴ

ロウなどの５つのたらいに分けた。各場所の水棲生物

の数をまとめた。（表４）�

　探鳥会のようにデータを蓄積して比べることで、

池の環境の変化が分かるので、生き物を採取して観

察するだけでなく、調査を続けていきたい。�

●カワニナ放流後の池�

　昨年、カワセミの池にホタルが来てほしいとの思

いから、中学年がカワニナを放流した。その後、雪

が降り、池も完全に氷に覆われ、池の下のカワニナ

がどうなっているのか心配したが、今年池や校庭で

今まで見られなかったホタルが確認された。�

（３）地域の魅力探索会�

　今年度から「地域の魅力探

索会」を実施した。これは、

ふるさと中野俣の様々な資源

を再発見することを目的に、

地域の老人会が中心になって

行った。昼の部では、「杜々の森」やぶな林、ホタ

ルが見られそうな場所を探索した。家の近くの道路

脇には田んぼがたくさんある。用水路や細い川には

ホタルの幼虫のえさであるカワニナがたくさんいた。

夜の部では、実際にホタルを見ることができた。�

�

＜探索会に参加した地域住民の感想＞�

　今日ホタルを見て感動しました。昔はもっと

たくさんのホタルが飛んでいたのを思い出しま

した。最近は少なくなってしまい残念です。�

�

�

３．これからの活動�
　地域住民の協力を得ることで、今までできなかっ

た活動もできるようになる。地域の自然を守り、池

や森の生き物が安心して暮らせるように、これから

も地域住民と協力して、できることから取り組んで

いきたい。そして、学習成果を発信し続け、環境を

守っていく仲間を増やしたい。�

�

発表者：６年　佐藤　恵理香、林　明裕�
　　　　　　　 ５年　林　大地�
　　　　　　　 ４年　杵渕　早紀�
　　　　　　　 ３年　林　奈月�
�

表1：年度別野鳥確認状況�

表２－漓：よく見られる鳥�

表２－滷：最近見られなくなった鳥�

表２－澆：新しく見られるようになった鳥�

クリーン活動の様子�

掃除の様子�

止まり木と桟橋�

カワセミハウス�

表3：カワセミ飛来状況�

表4：水棲生物確認状況�

地域の魅力探索会�
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＜探索会に参加した地域住民の感想＞�
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�

�

３．これからの活動�
　地域住民の協力を得ることで、今までできなかっ

た活動もできるようになる。地域の自然を守り、池
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も地域住民と協力して、できることから取り組んで

いきたい。そして、学習成果を発信し続け、環境を

守っていく仲間を増やしたい。�

�

発表者：６年　佐藤　恵理香、林　明裕�
　　　　　　　 ５年　林　大地�
　　　　　　　 ４年　杵渕　早紀�
　　　　　　　 ３年　林　奈月�
�

表1：年度別野鳥確認状況�

表２－漓：よく見られる鳥�

表２－滷：最近見られなくなった鳥�

表２－澆：新しく見られるようになった鳥�

クリーン活動の様子�

掃除の様子�

止まり木と桟橋�

カワセミハウス�

表3：カワセミ飛来状況�

表4：水棲生物確認状況�

地域の魅力探索会�
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文部科学大臣奨励賞�

ふるさとに学び　ふるさとを守る�

～野生生物保護活動～�

愛知県岡崎市立生平小学校�

１　はじめに�
　本校は、ゲンジボタルの生息地で知られる愛知県

岡崎市の河合地区にある自然環境に恵まれた場所に

ある。この環境の中で、学区では年間を通して90種

を超える野鳥を観察することができる。本校の愛鳥

活動は28年目を迎え、活動は学区全体に広がっており、

ここ数年は野鳥だけでなく、その他の野生生物の保

護活動も行い、子供たちが体験活動を通してふるさ

と生平を愛し、自然環境を守っていこうとする気持

ちを育てている。�

�

２　活動の実際�
（１）野鳥に親しむ活動�

①ふるさと学習�

　本校では、生活科や総合的な学習を中心とした時

間を「ふるさと学習」と呼び、火曜日第１時限目を

自然観察の時間としている。また、隔月に全校児童

の縦割り班による「縦割りふるさと学習」を行って

いる。縦割りふるさと学習では、上、下学年といっ

しょに野鳥観察を行っているので、上学年の子が下

学年の子に野鳥の名前や特徴、観察の仕方などを教

えている。ここ数年「岡崎野鳥の会」の方に来てい

ただき、専門的な立場から野鳥の観察の仕方や習性

などを教えていただき、いっそう野鳥が身近な存在

になっている。そこで得た情報は野鳥探索マップ等

に記録し蓄積している。�

②ウォッチングカード�

　学校だけでなく、登下校や、家の近所で、見つけ

た野鳥についてどんな様子だったかをウォッチング

カードに記録し、昼の校内テレビ放送や掲示板を使

って楽しく報告する活動を行っている。特に下学年

に人気の活動である。�

③環境整備�

　平成20年度には、カワセミの営巣用に作った「マ

ンション・カワセミ（巣箱）」の前に5・6年生が中心

となって、カワセミが餌をとることができるよう、

池作りを行った。かなり大がかりな工事になったので、

ＰＴＡの方の協力を得、職員も一緒になって作り上

げた。また、４年生は、野鳥の森の案内看板の修理

をしたり、橋の製作をしたりするなど、自分たちで

きる活動を工夫して行った。このように、上学年を

中心とする野鳥の森の環境整備活動で、裏山がより

いっそう魅力的な場所となってきている。�

④集会活動�

　全校のみんなで野鳥の

ことを考え、野鳥を大切

にしようという気持ちを

高めるために、毎年５月

に「野鳥を知ろう集会」

を、２月に「ふるさとタ

イムまとめ発表会」を開いている。「野鳥を知ろう

集会」では、それぞれの学年の「クラスの鳥」や「ふ

るさと学習」のテーマについて発表をする。毎年保

護者の参観も多く、活動への理解や協力を得るため

のよい機会となっている。�

（２）野鳥を知る活動�

①野鳥検定�

　野鳥検定の問題は、各学年で覚える「ステップア

ップの鳥」を中心に作られている。問題は写真や鳴

き声、特徴などから野鳥を識別したり、県の鳥を答

えたりするものである。

学期に１回全校で取り組

んでいて、検定の日が近

づくと、学校のあちらこ

ちらで図鑑を片手に熱心

に勉強をする子供たちの

姿が見られる。�

②ツバメの営巣調査�

　ツバメの営巣調査は、

昭和62年から毎年行って

いる。４年生以上が学区

全戸を回れるように担当を決めて調査を行う。アン

ケートに答えていただけた278戸のうち、53戸でツバ

メが営巣したという報告があった。これらの営巣調

査をまとめたものを学区に知らせるとともに、統計

グラフにし、地域に知らせ、啓蒙を図っている。�

③「ふるさと学習」�

　３年生以上は、総合的な学習の時間を使って、年

間を通して、生平の自然や野鳥についての学習を計

画的に行っている。例えば４年生では、学校に来る

ツバメの営巣から巣立ちまでに深く関わりながら観

察したり、調べ学習をしたり、ツバメのために巣台

を作ったりと体験学習を通して学ぶことができた。�

（３）野生生物を守る活動�

①給餌活動�

　冬場の餌が少なくなる時期に給餌活動を行う。餌は、

夏の間に育てたヒマワリやヒエ、全校に呼びかけて

集めたパン、ミカンなどである。学区の池に毎年飛

来するオシドリには、全校でドングリ集めコンクー

ルを行って、どんぐりを集めて池の周りにまいている。�

②巣箱の架設と営巣調査�

　カラ類用の巣箱は、学

校周辺に多く架けてある。

昨年度は、５年生がオオ

ルリ用巣箱や竹の節を利

用したキビタキ用巣箱を

作り設置した。そのうち

の一つには、キビタキが

営巣し、５羽巣立つことができた。キビタキの観察

から、オスとメスが交互にやってくることや、オス、

メスの餌をやる間隔の違いなど生態を調べることが

できた。�

③野生生物の保護�

　動けなくなった野生生物を保護して飼育し、元気

になったら自然へ返すという活動も行っている。平

成20年度は、脚を骨折したムササビの幼獣を保護した。

６年生が中心となってミルクを与えるなどして育て、

秋に裏山に返した。また、今年の３月には生後間も

ないムササビを、６月には麦畑に放置されていたキ

ジの卵を、７月には窓に当たり弱っていたカワセミ

の幼鳥を保護し、自然に返すことができた。�

（４）広める活動�

①愛鳥新聞の発行�

　野鳥を中心とした野生生物保護活動を通して、自

然保護の気持ちを広めていくことは大切なことである。

そこで本校の愛鳥活動を紹介し、自然保護活動の大

切さを理解してもらうために、愛鳥委員会で新聞を

発行し回覧した。「ふるさと愛鳥新聞」を読まれた

学区の方から、いろいろな声をいただき、地域の方

にも生平小学校の活動に関心を持っていただいてい

ることが分った。その他、学年の活動を新聞で紹介し、

学校や学区に配っている。�

②親子探鳥会 �

　家族で愛鳥活動に興味を持ってもらえるよう、愛

鳥委員会が主催して、親子探鳥会を行っている。「岡

崎野鳥の会」の方に来ていただいて春と秋の２回行

っている。保護者にも好評である。�

③ホームページの公開�

　学校のホームページの中で、本校の愛鳥活動につ

いて全国に情報発信をしている。ここでは、日々の

活動の中で取り組んでいる愛鳥活動の様子や、年間

の愛鳥活動の予定、ふるさと学習で見られた野鳥の

図鑑紹介などを通して、地域や全国に広める活動を

行っている。�

�

３終わりに�
　愛鳥活動を中心とする野生生物保護活動を、家庭・

地域に広げていくために、今後も取り組んでいきたい。

学区の自然を生かした学習や、自然保護活動も積極

的に行っていきたい。�

　野鳥や野生生物は、私たちに自然の大切さと生命

の重みを教えてくれる。子供の頃に、愛鳥活動や野

生生物保護に関わることは、大人になっても「命を

大切にし、環境を守る心」を育むことにつながる。「知

ろう、学ぼう、守ろう、ふるさとの自然、広めよう

愛鳥活動」を合言葉に、自然保護活動の輪をますま

す広げていきたい。�

�

発表者：六ヶ所　賢太、内田　健人�

安田　航平、吉玉　菜々子�
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ることが分った。その他、学年の活動を新聞で紹介し、

学校や学区に配っている。�

②親子探鳥会 �

　家族で愛鳥活動に興味を持ってもらえるよう、愛
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③ホームページの公開�
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�

３終わりに�
　愛鳥活動を中心とする野生生物保護活動を、家庭・

地域に広げていくために、今後も取り組んでいきたい。

学区の自然を生かした学習や、自然保護活動も積極
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す広げていきたい。�

�

発表者：六ヶ所　賢太、内田　健人�

安田　航平、吉玉　菜々子�
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文部科学大臣奨励賞�

春の女神「ギフチョウ」と里山の守り神�
「ダルマガエル」の保護活動�
広島県世羅郡世羅町立伊尾小学校�

１　はじめに�
　私たちの学校は，広島県の東部の世羅台地にあり，

瀬戸内海に流れる芦田川の上流域に位置する，全校

児童数41名の小規模校である。�

　この芦田川に今から25年前にダムが造られること

になり，完成目前の平成8年の春，水没する雑木林で，

美しいチョウが発見された。そのチョウは「ギフチ

ョウ」といい，世界中で本州の西南部にしか生息し

ていない大変貴重なチョウである。そのチョウを保

護するため生息地の近くに保護区が造られ，そこに

移された。そこから私たちの活動は始まった。�

　また，ダルマガエルの研究は，オタマジャクシの

放流に参加したことから始まった。そのオタマジャ

クシは，もともと福山市神辺町道上の田んぼに生息

していたダルマガエルである。田んぼが用地として

売却されたため捕獲され，ある施設で保護され，卵

から育ったオタマジャクシを平成16年5月に校区内の

小谷地区に放流されることになった。�

�

２　一年間の主な保護活動�
　ギフチョウの保護活動は第5学年，ダルマガエルの

保護活動は第4学年が中心となって，総合的な学習の

時間を中心に次のような活動を毎年行っている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

３　調査研究内容�
（１）ギフチョウの調査研究�

　ギフチョウの調査研究は平成12年度から始め，今

年の５年生で10代目になる。その研究は，ギフチョ

ウの卵と幼虫の観察活動とその年毎のテーマで行う

調査研究活動に分けることができる。�

①ギフチョウの卵の観察活動�

　卵が確認される４月中旬から，さなぎになる６月

中旬までの約２か月間，ほぼ毎日，「ギフチョウ保

護区」へ観察に行く。直径約１mmの真珠のような卵

から幼虫が誕生し，やがて脱皮を繰り返して，３cm

近く成長するまで観察を行う。�

　この観察を通して，ギフチョウに対する愛着が生

まれ，ギフチョウを守っていきたいという意欲が出

てきた。�

②５年間継続してきた調査内容�

○雌雄別の成虫の発生数�

○ギフチョウの卵数とミヤコアオイの生育数�

③その年次ごとの研究してきた調査内容�

○H16年「ミヤコアオイの月別生育株調査」�

○H17年「保護区の吸蜜植物の分布調査」�

○H18年「広島県に生息するチョウ」�

○H19年「コドラードごとの被度調査」�

○H20年「５年間の調査を振り返って」�

○H21年「保護区の樹木調査」�

�

�

�

�

�

�

④「５年間の調査を振り返って」�

　ギフチョウ保護区の調査研究を始めて５年目をむ

かえた昨年，次の５点について，情報を整理し考察

を行った。 �

　蠢）ギフチョウの成虫発生数の変化�
　蠡）ギフチョウの産卵数の変化�
　蠱）ミヤコアオイの株数の変化�
　蠶）産卵場所の変化�
　蠹）ギフチョウの卵からさなぎまでの成長暦�
【考察】�

・５年間ギフチョウの成虫や卵の数が減っている。�

・ミヤコアオイの株数が減っているコドラードと増

えているコドラードがある。�

・ミヤコアオイの株が増えているコドラードに，よ

く産卵している。�

・成長の様子などは，ほぼ決まっているが，産卵か

らさなぎになるまでの最短の年と最長の年とでは，

20日の違いがみられる。�

【研究のまとめと今後の研究について】�

・保護区で確認された成虫や卵の数は減っているが，

移植前の生息地の確認数が増えていることから，

全体として保護状況は安定している。�

・ミヤコアオイが増えているコドラードがあること

から，ミヤコアオイの好む環境について調査をし

ていきたい。�

（２）ダルマガエルの調査研究�

　ダルマガエルの調査研究は平成18年度から始め，

今年の４年生で４代目となる。�

①４年間継続してきた調査内容�

○ダルマガエルのオタマジャクシの水田別放流数�

○ダルマガエルの秋の水田別個体数�

②その年次ごとに調査研究してきた内容�

○H18年「ダルマガエルの生態」�

○H19年「ダルマガエルのジャンプ力実験」�

○H20年「身の回りのカエルの研究」�

○H21年「ダルマガエルの住みよい環境調べ」�

③「ダルマガエルの住みよい環境調べ」�

　ダルマガエルの保全水田（A）とダルマガエルのい

ないふつうの水田（B）との違いを見つければ，ダル

マガエルの住みよい環境がわかるのではないかと考え，

それぞれの生きもの調査を行った。�

【生きもの調査方法】�

・保全水田とおよそ同じ広さのふつうの水田を選ぶ。 

（保全水田とふつうの水田は同じ水源）�

・同じ時期と時間帯に，２つの水田で畦から１m四

方の生きもの採集を行う。�

・採集した生きものの種類別の個体数を調べる。�

【生きもの調査の結果】�

�

  �

  �

�

�

    �

�

�

�

【考察】�

　調査結果から，ダルマガエルの住みよい環境は次

の５点にまとめられる。�

①生きものがたくさんいるところ�

②水がいつもあるところ�

③土がやわらかいところ�

④畦に草が生えているところ�

⑤水田のまわりにかこいのあるところ�

【研究のまとめ】�

　これらの考察から，ダルマガエルの住みよい環境は，

①えさになる生きものが多いこと，②皮膚呼吸をす

るカエルにとって水がいつもあること③土がやわら

かく，畦に草が多いと天敵から身を守ることができ

ること④さくによって天敵の侵入が防がれることに

まとめられるといえる。�

�

４　おわりに　�
　保護活動に熱心に取り組んで来られた地域の方々

のおかげで，私たちは自然と共に暮らす生き方の素

晴らしさを学ぶことができた。ギフチョウやダルマ

ガエルが生息する私たちのふるさと伊尾・小谷の自

然の豊かさを誇りに思う。�

　平成22年度末には学校統合で伊尾小学校はなくな

るが，これからも多くの生きものが，そして私たち

人間が安心して暮らせるよう，地域の方々と共に，

この豊かな自然を守り育てていきたい。�

�

発表者：遠藤　陽奈、高山　梨美恵、中島　大就　�

祢宜谷　佳祐、福崎　千夏、光永　江里奈�

�
　　　　　　　　内容�
�
研究テーマ決定・調査研究開始�
ギフチョウ観察会�
ダルマガエルの生息数調査�
田植え（ダルマガエル米の栽培開始）�
ダルマガエルオタマジャクシの放流�
ギフチョウ保護区の草刈り�
研究結果を科学研究作品として出品�
稲刈り（ダルマガエル米の収穫）�
ダルマガエルの生息数調査�
研究報告（学習発表会）�
ダルマガエル米を食する会�
食草ミヤコアオイの補植�
�

�
月  �
　�
4月�
　�
�

5月�
�

7月�
9月�
10月�
�

11月�
1月�
3月�

○生きものの種類とその数�
�

生きものの種類�
�
29種�
�
20種�
�

�
生きものの数�

�
231固体�
�

126固体�

�
�
�
A�
�
B

○生きもの調査を行った水田の様子�
�
土�
�

やわらかい�
�

かたい�
�

�
さく�
�
ある�
�
ない�

�
�
�
A�
�
B

�
畦の草�
�
多い�
�

少ない�

�
水�
�
多い�
�

少ない�
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○生きものの種類とその数�
�

生きものの種類�
�
29種�
�
20種�
�

�
生きものの数�

�
231固体�
�

126固体�

�
�
�
A�
�
B

○生きもの調査を行った水田の様子�
�
土�
�

やわらかい�
�

かたい�
�

�
さく�
�
ある�
�
ない�

�
�
�
A�
�
B

�
畦の草�
�
多い�
�

少ない�

�
水�
�
多い�
�

少ない�
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住　　所：〒360-0026 埼玉県熊谷市久下808�
学 校 長：柏瀬　健一�
担当教諭：中田　久子、長島　勇二�
URL:http://www.kumagaya-kuge-e.ed.jp/�

林野庁長官賞�

わたしたちは「ムサシトミヨ」を�
　守り続けます。�

埼玉県熊谷市立久下小学校�

１　ムサシトミヨという魚�
　みなさん！ムサシトミヨという魚を知っていますか？

ムサシトミヨとは５㎝くらいのトゲウオ科の小さな

魚で特徴は身体のひれにとげがあります。そして小

鳥のような巣を作りオスは子育てをします。きれい

な冷たいわき水があり、水草がしげるところに生き

ます。しかし、残念なことに今ではわたしたちの故郷、

埼玉県熊谷市にしかいません。久下小学校のそばを

流れる小さな川、元荒川の源流では地下水をくみ上げ、

上流から下流へと流れていきます。そこにムサシト

ミヨは住んでいます。�

�

�

�

�

   �

�

＊「県内希少野生動植物種、絶滅危惧種」となる（平成3年）�

＊「元荒川ムサシトミヨ生息地」が県の天然記念物に

指定される。（同年）�

＊「ムサシトミヨ」が県の魚に選ばれる（同年）�

�

２　ムサシトミヨと久下小学校エコクラブ�
　わたしたちエコクラブはこのムサシトミヨを校内

にある池（トミヨ池）で育てています。熊谷市から

保護と繁殖、環境学習を目的として（1987年昭和62

年から）始まったのです。20匹のムサシトミヨが池

に放流されました。これを１年かけて大切に育て、

１年後にどのくらい増えているかを調べます。（繁

殖調査）今まで約20年間続けてきました。�

�

�

�

�

�

�

（1）エコクラブの紹介�

　５年生４名、６年生４名のメンバーで活動。主な

仕事は池の水温測定（取水口と池の中心）・池周辺

の清掃、整備・また、水草の育ち具合を見て水草の

補充（プランタに植えて沈ませる）をします。元荒

川へ行き水質調査もします。全校集会で全校へアピ

ールすることも大切な仕事の１つです�

（2）繁殖調査とは�

　学校での保護活動により20匹（オス，メス各10）

のムサシトミヨが１年間でどのくらいになっている

かを調べるのが繁殖調査です。毎年、10月～11月に

環境科学国際センターの金澤光さんのご指導をいた

だきながら、熊谷市の環境政策課や、地域のムサシ

トミヨを守る会（ボランティア）の方々とともに行

っています。池の水を抜きながら水草やプランター

を水から出し、その中にいるムサシトミヨを見つけ

大きさに沿って分け、数を調べます。今年は11月６

日に行い108匹が確認されました。毎年作業が終わる

とトミヨ池に20匹をもどし、残りは市の職員やボラ

ンティアの方といっしょに近くを流れる元荒川に放

流します。わたしたちは思わず「元気に育てよ！」

って声をかけています。�

�

�

�

�

�

�

�

３　活動をふり返って�
①トミヨ池の水温測定と

　掃除�

　水温測定を毎日行い、

記録ノートをふり返った

結果、１年を通して15℃

～17℃であることがわかりました。地下８ｍの水を

毎分40㍑くみ上げ、13平方メートルの池にかけ流し

ています池にゴミが浮いてないか、物が投げ込まれ

ていないかなどをチェックしたり、浮き草が増えすぎ

た時や落ち葉が入った時などは取り除いたりします。�

②元荒川の水質調査�

　源流から４キロメートル付近までの中から３カ所を

選び、パックテストで検査したところ、一番下流のポ

イントあたりから少しずつよごれが目立ちはじめ4～8

㎎/㍑以上の指数を示しました。（低濃度・COD）生活

排水が元荒川に流れこんでいることがわかりました。�

③水草の採集�

　トミヨ池にはコカナダモ、クレソン、ミクリ、オ

オカワジシャなどを入れています。ムサシトミヨは

これらの草を巣の材料や隠れ場所に利用しています。

だから水草が多ければ多いほど住みやすいのです。

近くの元荒川（天然記念物指定生息地以外）から網

や手で採集してきます。�

                                            �

�

�

�

�

�

�

④繁殖調査への参加�

　市の職員やボランティアの方々といっしょに水を

池から引き上げて、水草の中を手で探ってムサシト

ミヨを見つけます。池の水を抜いて水が少なくなる

と池に入って網で底をすくってよく探します。魚を

つぶさないようにすることや、１㎝くらいの稚魚も

いるのでよく見なければならないことなどとても大

変な作業です。�

　不思議なのは毎年、わたしたちが同じように保護

活動をしているのにどうして毎年、見つかるムサシ

トミヨの数が大きく違うのかよくわかりません。400

匹近く見つかった年もあれば０匹の年もありました。

わたしたちエコクラブはムサシトミヨという魚の詳

しい生態についてもっと勉強していかなくてはなり

ません。天然のえさ・水草・天敵のザリガニとの関

係などを含めて、県環境科学国際センターの金澤光

さんに話を聞いていきたいと思います。�

�

�

�

�

�

⑤トミヨ集会�

　エコクラブのみんなで、ムサシトミヨを守ること

を題材にした劇を考えトミヨ集会で上演しています。

水の汚れや天敵であるザリガニを退治することなど

おもしろく楽しい内容を全校にうったえます。毎年、

内容を少しずつ変えて行っているので、かなり校内

にもわかってもらえるようになりました。また、繁

殖調査の前に「トミヨ何匹かなクイズ」を全校の全

員に出し、ピタリ当たった場合や近い数字を書いた

子にはエコクラブで賞状を作り、集会の時に表彰し

ています。�

�

４　わたしたちエコクラブの願い�
　わたしたちエコクラブはもちろん、久下小学校�

の全員の思いは、ムサシトミヨの住みやすい環境を

守っていくことです。生活排水が川に入らないよう

に下水道の整備をしてほしいです。ムサシトミヨを

守ることは地域の環境を守ることだからです。そこ

でわたしたちエコクラブ員の思いを以下に示します。�

○ムサシトミヨの住むわたしたちの故郷、元荒川が

いつまでもきれいになっててほしい。�

　　　　　　　　　　　　（５年　Ｓさん）�

○ムサシトミヨについてどれだけ貴重な生き物であ

るかをもう少しわかってもらいたい。�

　　　　　　　　　　　　（５年　Ａさん）�

○ムサシトミヨが昔はたくさんいたのに、急にいな

くなってしまったわけを調べたい。�

　　　　　　　　　　　　（６年　Ｋさん）�

○ムサシトミヨという魚の特ちょうを全校のみなさ

んやそのお家の方、地域の方にも知らせ、みんな

で元荒川をきれいにしていかなくてはならないこ

とを伝えたい。　　　　（６年　Ｓさん）�

○ムサシトミヨは熊谷市のきれいな水のあるところ

にしか生きることができないので、川を汚さない

ようにしたい。　　　　（６年　Ｎさん）�
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林野庁長官賞�

わたしたちは「ムサシトミヨ」を�
　守り続けます。�

埼玉県熊谷市立久下小学校�

１　ムサシトミヨという魚�
　みなさん！ムサシトミヨという魚を知っていますか？

ムサシトミヨとは５㎝くらいのトゲウオ科の小さな

魚で特徴は身体のひれにとげがあります。そして小

鳥のような巣を作りオスは子育てをします。きれい

な冷たいわき水があり、水草がしげるところに生き

ます。しかし、残念なことに今ではわたしたちの故郷、

埼玉県熊谷市にしかいません。久下小学校のそばを

流れる小さな川、元荒川の源流では地下水をくみ上げ、

上流から下流へと流れていきます。そこにムサシト

ミヨは住んでいます。�

�

�

�

�

   �

�

＊「県内希少野生動植物種、絶滅危惧種」となる（平成3年）�

＊「元荒川ムサシトミヨ生息地」が県の天然記念物に

指定される。（同年）�

＊「ムサシトミヨ」が県の魚に選ばれる（同年）�

�

２　ムサシトミヨと久下小学校エコクラブ�
　わたしたちエコクラブはこのムサシトミヨを校内

にある池（トミヨ池）で育てています。熊谷市から

保護と繁殖、環境学習を目的として（1987年昭和62

年から）始まったのです。20匹のムサシトミヨが池

に放流されました。これを１年かけて大切に育て、

１年後にどのくらい増えているかを調べます。（繁

殖調査）今まで約20年間続けてきました。�

�

�

�

�

�

�

（1）エコクラブの紹介�

　５年生４名、６年生４名のメンバーで活動。主な

仕事は池の水温測定（取水口と池の中心）・池周辺

の清掃、整備・また、水草の育ち具合を見て水草の

補充（プランタに植えて沈ませる）をします。元荒

川へ行き水質調査もします。全校集会で全校へアピ

ールすることも大切な仕事の１つです�

（2）繁殖調査とは�

　学校での保護活動により20匹（オス，メス各10）

のムサシトミヨが１年間でどのくらいになっている

かを調べるのが繁殖調査です。毎年、10月～11月に

環境科学国際センターの金澤光さんのご指導をいた

だきながら、熊谷市の環境政策課や、地域のムサシ

トミヨを守る会（ボランティア）の方々とともに行

っています。池の水を抜きながら水草やプランター

を水から出し、その中にいるムサシトミヨを見つけ

大きさに沿って分け、数を調べます。今年は11月６

日に行い108匹が確認されました。毎年作業が終わる

とトミヨ池に20匹をもどし、残りは市の職員やボラ

ンティアの方といっしょに近くを流れる元荒川に放

流します。わたしたちは思わず「元気に育てよ！」

って声をかけています。�

�

�

�

�

�

�

�

３　活動をふり返って�
①トミヨ池の水温測定と

　掃除�

　水温測定を毎日行い、

記録ノートをふり返った

結果、１年を通して15℃

～17℃であることがわかりました。地下８ｍの水を

毎分40㍑くみ上げ、13平方メートルの池にかけ流し

ています池にゴミが浮いてないか、物が投げ込まれ

ていないかなどをチェックしたり、浮き草が増えすぎ

た時や落ち葉が入った時などは取り除いたりします。�

②元荒川の水質調査�

　源流から４キロメートル付近までの中から３カ所を

選び、パックテストで検査したところ、一番下流のポ

イントあたりから少しずつよごれが目立ちはじめ4～8

㎎/㍑以上の指数を示しました。（低濃度・COD）生活

排水が元荒川に流れこんでいることがわかりました。�

③水草の採集�

　トミヨ池にはコカナダモ、クレソン、ミクリ、オ

オカワジシャなどを入れています。ムサシトミヨは

これらの草を巣の材料や隠れ場所に利用しています。

だから水草が多ければ多いほど住みやすいのです。

近くの元荒川（天然記念物指定生息地以外）から網

や手で採集してきます。�

                                            �

�

�

�

�

�

�

④繁殖調査への参加�

　市の職員やボランティアの方々といっしょに水を

池から引き上げて、水草の中を手で探ってムサシト

ミヨを見つけます。池の水を抜いて水が少なくなる

と池に入って網で底をすくってよく探します。魚を

つぶさないようにすることや、１㎝くらいの稚魚も

いるのでよく見なければならないことなどとても大

変な作業です。�

　不思議なのは毎年、わたしたちが同じように保護

活動をしているのにどうして毎年、見つかるムサシ

トミヨの数が大きく違うのかよくわかりません。400

匹近く見つかった年もあれば０匹の年もありました。

わたしたちエコクラブはムサシトミヨという魚の詳

しい生態についてもっと勉強していかなくてはなり

ません。天然のえさ・水草・天敵のザリガニとの関

係などを含めて、県環境科学国際センターの金澤光

さんに話を聞いていきたいと思います。�

�

�

�

�

�

⑤トミヨ集会�

　エコクラブのみんなで、ムサシトミヨを守ること

を題材にした劇を考えトミヨ集会で上演しています。

水の汚れや天敵であるザリガニを退治することなど

おもしろく楽しい内容を全校にうったえます。毎年、

内容を少しずつ変えて行っているので、かなり校内

にもわかってもらえるようになりました。また、繁

殖調査の前に「トミヨ何匹かなクイズ」を全校の全

員に出し、ピタリ当たった場合や近い数字を書いた

子にはエコクラブで賞状を作り、集会の時に表彰し

ています。�

�

４　わたしたちエコクラブの願い�
　わたしたちエコクラブはもちろん、久下小学校�

の全員の思いは、ムサシトミヨの住みやすい環境を

守っていくことです。生活排水が川に入らないよう

に下水道の整備をしてほしいです。ムサシトミヨを

守ることは地域の環境を守ることだからです。そこ

でわたしたちエコクラブ員の思いを以下に示します。�

○ムサシトミヨの住むわたしたちの故郷、元荒川が

いつまでもきれいになっててほしい。�

　　　　　　　　　　　　（５年　Ｓさん）�

○ムサシトミヨについてどれだけ貴重な生き物であ

るかをもう少しわかってもらいたい。�

　　　　　　　　　　　　（５年　Ａさん）�

○ムサシトミヨが昔はたくさんいたのに、急にいな

くなってしまったわけを調べたい。�

　　　　　　　　　　　　（６年　Ｋさん）�

○ムサシトミヨという魚の特ちょうを全校のみなさ

んやそのお家の方、地域の方にも知らせ、みんな

で元荒川をきれいにしていかなくてはならないこ

とを伝えたい。　　　　（６年　Ｓさん）�

○ムサシトミヨは熊谷市のきれいな水のあるところ

にしか生きることができないので、川を汚さない

ようにしたい。　　　　（６年　Ｎさん）�
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林野庁長官賞�

絶滅危惧種ブッポウソウの棲む里「遠山郷」をめざして！�
～野鳥観察とブッポウソウ保護活動を通して見つめなおす「ふるさと遠山郷」のかけがえのない自然～�

長野県飯田市立遠山中学校�

１　はじめに�

　本校は、長野県飯田市の南東部に位置し、日本百

名山聖岳を源に流れ出る遠山川と、伊那山地の主峰

鬼面山を源に発する上村川によって刻まれた峡谷「遠

山郷」の南部、標高422ｍにある。今年4月、上村中

と遠山中の2校が統合し、生徒数35名の新生遠山中学

校として新たな歩みを始めた。�

　昨年、上村中学校1年生3名が始めた野鳥分布調査

とコノハズクの保護活動をきっかけに、今年は10名

となった2年生が、旧上村と旧南信濃村（平成17年に

両村とも飯田市に合併）を合わせた遠山郷で、野鳥

分布調査と巣箱設置による絶滅危惧種ブッポウソウ

の保護活動を始めた。以下に、2年間の活動内容と成

果および今後の課題を記す。�

�

２　昨年度の活動から�
（1）上村中学校区における野鳥生息分布調査�

①調査方法�

○以下の７つの調査コースで計30回80時間のセン

サス調査を行った。�

上村中学校周辺・上町～伊藤沢・上町～中郷・

程野・下栗・しらびそ高原尾高山・小川路峠�

②結　果�

○60種の野鳥の生息を確認�

○野鳥生息分布の特徴�

・森林性の鳥が多く、サギ類、カモ類、カワウ等

の水辺の鳥が希であった。�

・長野県の絶滅危惧種6種確認�

アカショウビン、ヨタカ、コノハズク、オオタカ、

ハイタカ、ライチョウ（聖岳）このほか準絶滅

危惧種のノスリ、アオバト、フクロウなども確認。�

・ホシガラス、ルリビタキ、ウソ、メボソムシクイ、

キクイタダキなど亜高山帯～高山帯に生息する

種も確認できた。�

（2）コノハズクの生息分布調査と�

　　巣箱設置による保護活動　�

①調査方法�

○５つの林道で19:30～21:30の時間帯に100～200ｍ

おきに車を止めて鳴き声を確認し、鳥の種類と

数を記録する調査を８回実施。�

・5月31日　上村川上流（程野～大島河原）�

・6月 6日　上村川上流（程野～大島河原）�

・7月 2日　程野～しらびそ峠�

・7月 4日　程野～地蔵峠�

・7月 7日　下栗～北又渡�

・7月11日　下栗～北又渡�

・7月18日　赤石林道（コノハズク確認）�

・7月30日　赤石林道（コノハズク確認）�

○地域の方々への聞き取り調査も行った。�

②保護活動�

○信州大学教育学部中村浩志教授にご指導いただき、

コノハズク用の巣箱を製作（8個）。�

○11月21日、南信森林管理署森林管理官の 今村正

之さん立会いのもと、赤石林道沿いの山林に２

個の巣箱を設置した。�

③結　果�

○昨年、赤石林道で2回鳴き声を確認した。�

○今年、5月30日にも同じ場所で声を確認。�

○8月5日、コノハズクのものと思われる卵（白色、

直径3cmほど）1個分の殻を巣箱より採取した。�

�

３　今年度の活動から�
（1）遠山郷における野鳥生息分布調査�

①調査方法�

○下記の９つの調査コースで計28回80時間（夜間

調査4回を含む）のセンサス調査を行った。�

遠山中学校周辺・青崩峠・和田地区遠山川・押出・

下栗・しらびそ高原尾高山・赤石林道・南アル

プス聖岳・千代峠・南アルプス光岳�

②結　果�

　○80種の野鳥の生息を確認�

　○野鳥生息分布の特徴�

・遠山川の下流に位置する南信濃地区では水辺の

鳥（カモ類やサギ類、カワウ、イカルチドリ等）

も生息していた。�

・長野県の絶滅危惧種6種確認�

ブッポウソウ、アカショウビン、ヨタカ、コノ

ハズク、アオバズク、クマタカ�

・コノハズクは標高1,000ｍ前後に分布する針広混

交林（赤石林道と千代峠）に生息していた。一方、

アオバズクは標高400ｍの南信濃和田集落内の社

寺林に営巣し、街灯に集まる虫を採食しており、

両種の生息環境の違いも明らかになった。�

（2）巣箱設置による�

　　絶滅危惧種ブッポウソウの保護活動�

　○活動の経緯　�

・4月、信州大学教育学部中村浩志教授にご指導い

ただき、ブッポウソウ用巣箱製作。�

・5月6日、飯田市より巣箱設置許可をいただき、

遠山川にかかる8ヵ所の橋へ計15個を設置。�

・5月13日、遠山中学校上空に飛来したブッポウソ

ウを確認。その後も2回確認。�

・5月20日、巣箱の前の電線での求愛給餌や、巣箱

へ出入りする行動を確認。�

・6月30日、繁殖中の巣箱1個が撤去される。巣箱

からブッポウソウの卵１個を採取。�

・7月7日、頻繁に雛への給餌が確認された。�

・7月13日、繁殖に影響のない観察や写真撮影を呼

びかけるため、広報無線放送と自分たちが作っ

た看板設置を飯田市に依頼。�

・7月15日～22日の間に巣立ち（15日～16日に聖岳

登山。その後、連休中に部活動県大会。その後、

職場体験事前学習等があり、この間巣立確認の

観察ができなかった。）�

○今年の成果�

・15個設置した巣箱のうち2個の巣箱で繁殖。1つ

の巣箱は産卵直後に撤去されたが、もう１つの

巣箱からは無事に雛が巣立った。�

・巣箱に残された物の分析から、アオカナブン、

コガネムシ、ノコギリクワガタ、セミ、トンボ

などの昆虫を餌にしていることがわかった。そ

の他、消化を助けるために使ったと思われる巻

貝の貝殻も多数採取。�

・市の広報無線や橋へ看板を設置し、繁殖に影響

のない観察や写真撮影を呼びかけ、保護活動へ

の理解が地域の方々に広がる。�

�

４　今後の課題�
 「鳥が人を襲う」との理由で巣箱が撤去された。そ

の巣箱からは、ブッポウソウの卵が見つかった。電

話連絡もとれず、出かけても応答のないままに巣箱

が撤去されてしまったことは残念だった。初年度の

今年は、繁殖に間に合うように巣箱を作り、設置許

可を得、巣箱を設置することのみに夢中だった。部

活動と学習、聖岳登山などの行事が続き、地域の方々

に保護活動への理解と協力を求めていくことが遅れ

たことを後悔する。今後、遠山郷でブッポウソウの

繁殖が継続していくためには、また、ほかの場所に

設置した巣箱にも繁殖が広がっていくためには、地

域の方々や写真撮影をされる方々の理解と協力が必

要だ。私たちにできることは、市の広報や回覧板へ

資料掲載をお願いしたり、文化祭や学習発表の機会

を利用して希少種保護の大切さを呼びかけたりして

いくことだ。私たちが始めた活動を一人でも多くの方々

に知っていただく努力を続け、地域の方々にも保護

活動に参加していただき、ブッポウソウの棲む里「遠

山郷」になっていくことを強く願う。�

�

５　終わりに�
 「こんな田舎、いやだな」と思っていた。けれど、

田舎だからこそ鳥がいる。森があるからこそ貴重な

鳥がいて、こんなにすてきな体験ができました。鳥

の学習を通して「遠山郷っていいところだな」って、

改めて思うことができました。これからもいろいろ

な鳥と出会い、鳥たちも暮らす自然を大切にできた

らいいなと思います。�

�
発表者：熊谷　貴人、近藤　葵、近藤　大知　　�
　　　近藤　やよい、佐藤　洸介、松沢　柊吾�
　　　松沢　優希、松下　藍、松本　紗季　　�
　　　宮田　卓弥　　　　　　　　　　　　　�
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住　　所：〒399-1311 長野県飯田市南信濃和田950�
学 校 長：伊藤　正一�
担当教諭：田畑　孝宏�
URL:http://tooyamajh.ed.iidanet.jp/

林野庁長官賞�

絶滅危惧種ブッポウソウの棲む里「遠山郷」をめざして！�
～野鳥観察とブッポウソウ保護活動を通して見つめなおす「ふるさと遠山郷」のかけがえのない自然～�

長野県飯田市立遠山中学校�

１　はじめに�

　本校は、長野県飯田市の南東部に位置し、日本百

名山聖岳を源に流れ出る遠山川と、伊那山地の主峰

鬼面山を源に発する上村川によって刻まれた峡谷「遠

山郷」の南部、標高422ｍにある。今年4月、上村中

と遠山中の2校が統合し、生徒数35名の新生遠山中学

校として新たな歩みを始めた。�

　昨年、上村中学校1年生3名が始めた野鳥分布調査

とコノハズクの保護活動をきっかけに、今年は10名

となった2年生が、旧上村と旧南信濃村（平成17年に

両村とも飯田市に合併）を合わせた遠山郷で、野鳥

分布調査と巣箱設置による絶滅危惧種ブッポウソウ

の保護活動を始めた。以下に、2年間の活動内容と成

果および今後の課題を記す。�

�

２　昨年度の活動から�
（1）上村中学校区における野鳥生息分布調査�

①調査方法�

○以下の７つの調査コースで計30回80時間のセン

サス調査を行った。�

上村中学校周辺・上町～伊藤沢・上町～中郷・

程野・下栗・しらびそ高原尾高山・小川路峠�

②結　果�

○60種の野鳥の生息を確認�

○野鳥生息分布の特徴�

・森林性の鳥が多く、サギ類、カモ類、カワウ等

の水辺の鳥が希であった。�

・長野県の絶滅危惧種6種確認�

アカショウビン、ヨタカ、コノハズク、オオタカ、

ハイタカ、ライチョウ（聖岳）このほか準絶滅

危惧種のノスリ、アオバト、フクロウなども確認。�

・ホシガラス、ルリビタキ、ウソ、メボソムシクイ、

キクイタダキなど亜高山帯～高山帯に生息する

種も確認できた。�

（2）コノハズクの生息分布調査と�

　　巣箱設置による保護活動　�

①調査方法�

○５つの林道で19:30～21:30の時間帯に100～200ｍ

おきに車を止めて鳴き声を確認し、鳥の種類と

数を記録する調査を８回実施。�

・5月31日　上村川上流（程野～大島河原）�

・6月 6日　上村川上流（程野～大島河原）�

・7月 2日　程野～しらびそ峠�

・7月 4日　程野～地蔵峠�

・7月 7日　下栗～北又渡�

・7月11日　下栗～北又渡�

・7月18日　赤石林道（コノハズク確認）�

・7月30日　赤石林道（コノハズク確認）�

○地域の方々への聞き取り調査も行った。�

②保護活動�

○信州大学教育学部中村浩志教授にご指導いただき、

コノハズク用の巣箱を製作（8個）。�

○11月21日、南信森林管理署森林管理官の 今村正

之さん立会いのもと、赤石林道沿いの山林に２

個の巣箱を設置した。�

③結　果�

○昨年、赤石林道で2回鳴き声を確認した。�

○今年、5月30日にも同じ場所で声を確認。�

○8月5日、コノハズクのものと思われる卵（白色、

直径3cmほど）1個分の殻を巣箱より採取した。�

�

３　今年度の活動から�
（1）遠山郷における野鳥生息分布調査�

①調査方法�

○下記の９つの調査コースで計28回80時間（夜間

調査4回を含む）のセンサス調査を行った。�

遠山中学校周辺・青崩峠・和田地区遠山川・押出・

下栗・しらびそ高原尾高山・赤石林道・南アル

プス聖岳・千代峠・南アルプス光岳�

②結　果�

　○80種の野鳥の生息を確認�

　○野鳥生息分布の特徴�

・遠山川の下流に位置する南信濃地区では水辺の

鳥（カモ類やサギ類、カワウ、イカルチドリ等）

も生息していた。�

・長野県の絶滅危惧種6種確認�

ブッポウソウ、アカショウビン、ヨタカ、コノ

ハズク、アオバズク、クマタカ�

・コノハズクは標高1,000ｍ前後に分布する針広混

交林（赤石林道と千代峠）に生息していた。一方、

アオバズクは標高400ｍの南信濃和田集落内の社

寺林に営巣し、街灯に集まる虫を採食しており、

両種の生息環境の違いも明らかになった。�

（2）巣箱設置による�

　　絶滅危惧種ブッポウソウの保護活動�

　○活動の経緯　�

・4月、信州大学教育学部中村浩志教授にご指導い

ただき、ブッポウソウ用巣箱製作。�

・5月6日、飯田市より巣箱設置許可をいただき、

遠山川にかかる8ヵ所の橋へ計15個を設置。�

・5月13日、遠山中学校上空に飛来したブッポウソ

ウを確認。その後も2回確認。�

・5月20日、巣箱の前の電線での求愛給餌や、巣箱

へ出入りする行動を確認。�

・6月30日、繁殖中の巣箱1個が撤去される。巣箱

からブッポウソウの卵１個を採取。�

・7月7日、頻繁に雛への給餌が確認された。�

・7月13日、繁殖に影響のない観察や写真撮影を呼

びかけるため、広報無線放送と自分たちが作っ

た看板設置を飯田市に依頼。�

・7月15日～22日の間に巣立ち（15日～16日に聖岳

登山。その後、連休中に部活動県大会。その後、

職場体験事前学習等があり、この間巣立確認の

観察ができなかった。）�

○今年の成果�

・15個設置した巣箱のうち2個の巣箱で繁殖。1つ

の巣箱は産卵直後に撤去されたが、もう１つの

巣箱からは無事に雛が巣立った。�

・巣箱に残された物の分析から、アオカナブン、

コガネムシ、ノコギリクワガタ、セミ、トンボ

などの昆虫を餌にしていることがわかった。そ

の他、消化を助けるために使ったと思われる巻

貝の貝殻も多数採取。�

・市の広報無線や橋へ看板を設置し、繁殖に影響

のない観察や写真撮影を呼びかけ、保護活動へ

の理解が地域の方々に広がる。�

�

４　今後の課題�
 「鳥が人を襲う」との理由で巣箱が撤去された。そ

の巣箱からは、ブッポウソウの卵が見つかった。電

話連絡もとれず、出かけても応答のないままに巣箱

が撤去されてしまったことは残念だった。初年度の

今年は、繁殖に間に合うように巣箱を作り、設置許

可を得、巣箱を設置することのみに夢中だった。部

活動と学習、聖岳登山などの行事が続き、地域の方々

に保護活動への理解と協力を求めていくことが遅れ

たことを後悔する。今後、遠山郷でブッポウソウの

繁殖が継続していくためには、また、ほかの場所に

設置した巣箱にも繁殖が広がっていくためには、地

域の方々や写真撮影をされる方々の理解と協力が必

要だ。私たちにできることは、市の広報や回覧板へ

資料掲載をお願いしたり、文化祭や学習発表の機会

を利用して希少種保護の大切さを呼びかけたりして

いくことだ。私たちが始めた活動を一人でも多くの方々

に知っていただく努力を続け、地域の方々にも保護

活動に参加していただき、ブッポウソウの棲む里「遠

山郷」になっていくことを強く願う。�

�

５　終わりに�
 「こんな田舎、いやだな」と思っていた。けれど、

田舎だからこそ鳥がいる。森があるからこそ貴重な

鳥がいて、こんなにすてきな体験ができました。鳥

の学習を通して「遠山郷っていいところだな」って、

改めて思うことができました。これからもいろいろ

な鳥と出会い、鳥たちも暮らす自然を大切にできた

らいいなと思います。�

�
発表者：熊谷　貴人、近藤　葵、近藤　大知　　�
　　　近藤　やよい、佐藤　洸介、松沢　柊吾�
　　　松沢　優希、松下　藍、松本　紗季　　�
　　　宮田　卓弥　　　　　　　　　　　　　�
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住　　所：〒899-0402 鹿児島県出水市高尾野町柴引2143番地�
学 校 長：三谷　恭美�
担当教諭：畠野　翔�
URL:http://www.city.izumi.kagoshima.jp/takaonochu/index.htm

財団法人 日本鳥類保護連盟会長賞�

「ツルとともに生きる」�
鹿児島県出水市立高尾野中学校�

１　はじめに�
　私たちが住む出水平野は、13年連続で一万羽を超

える世界最大のナベヅルとマナヅルの越冬地として

知られています。特にナベヅルは、世界の９割が、

ここ出水で越冬すると言われています。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　平成８年、出水市荒崎地区に１か所だったねぐらが、

東に約２ｋｍ離れた東干拓にも作られました。これは、

出水に一極集中しているツルを数か所に分散させ、

農作物への被害の軽減や伝染病等による絶滅の危機

を回避することを目的としています。ねぐらが２か

所に分散されたことによって、本校ツルクラブの東

干拓での羽数調査が始まりました。�

�

２　活動内容�
（1）ツルクラブの発足と活動の概要�

　発足当時は、ねぐら近くの集落に住む生徒12名で

調査が始まり、今年で14年目を迎えます。現在のツ

ルクラブは、希望者が集まり毎年50人前後の生徒で

活動しています。�

　活動状況は、10月から翌年の１月まで、ひと冬に

７回の羽数調査を行っています。荒崎地区のねぐら

を担当する荘中学校ツルクラブと連携をとりながら

調査をしています。荒崎地区のねぐらが、11月から

準備されるため、10月中に飛来するツルはすべて東

干拓にいます。そのため、10月の調査は本校単独で

の調査です。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（２）調査方法�

　ツルの羽数は、東干拓のねぐらにいるツルが夜明

けとともにえさ場に向けて飛び立つのを利用して数

えます。�

　部員は、まだ暗いうちにねぐら近くまで静かに移

動し、飛び立つのを無言で待ちます。夜が白々と明

け始める頃、数羽ずつ飛び立つツルを、インジケー

タ（数取り器）を使い数えます。道路やあぜ道を１

本のラインと見立て、それを越えるツルの数を数え

ますが、羽数が多く誤差が出ることもあるため、数

名で測定した数値の平均を出します。舞い戻って来

たり、ねぐらから飛び立たないツルもいたりするため、

ツルの総数は飛び立ったツルの羽数から舞い戻って

きたツルの羽数を引き、ねぐらから飛び立たなかっ

たツルの羽数を足したものになります。�

�

（３）調査結果と見えてきたこと�

　ツルクラブは、ツルの種類ごとの計測はせず、全

てのツルの羽数を調査します。�

　年７回の調査は、毎回羽数にかなりの変動がみら

れます。ここ数年、同じような状況が続いています。

11月に荒崎のねぐらが設置されると、それまで東干

拓で暮らしていたツルが半数以上荒崎に移動してし

まいます。それに伴い第２回目の羽数が激減してし

まいます。また、第３回目のように、ねぐらにまっ

たくいないときもあります。その理由として、�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

①荒崎の方がねぐらとしての歴史が古く、ツルにと

ってより安全と感じているのではないか。�

②東干拓の沖合でノリ養殖が行われており、作業期

と渡来の時期が重なっている。�

③犬、猫や猪などの小動物がねぐらに入ってくるこ

とがある。�

など、いろいろな原因が考えられます。�

　ツルは大変警戒心が強く、人や小動物に驚いて一

斉に飛び立つと同じねぐらに数日は戻ってきません。�

　このようなことから、出水のツルは、東干拓への

分散化が進んできてはいるものの、どちらか１か所

に滞在しているのではなく、居心地のいい方に移動

しているのではないかと思われます。�

　また、種類ごとの羽数についてはツル保護会や野

鳥の会の方々にお願いしていますが、ここ数年のデ

ータから、カナダヅルが少しずつ増えてきているこ

とがわかりました。�

　このように、羽数調査を毎年続けることで、越冬

地でのツルの変化を知ることができます。�

�

（４）ツルクラブの活動の成果�

　ツルクラブが毎年

羽数調査をすること

によって、ツルの羽

数が確認され、蒔く

餌の量などツルの保

護活動を進めるため

の基礎データになっ

ています。また、福

祉ボランティアフェスタや「生きものと人・共生の里」

を考えるシンポジウムなど様々な機会に活動の様子

を報告したりすることで、活動が注目を浴び、人々

の環境保護に対する関心を高め、ツルの来る町とし

て出水をアピールすることに貢献しています。�

�

３　おわりに�
　南国鹿児島と言え、真冬の早朝、海からの寒風が

吹く中での羽数調査はつらいこともあります。その

ような中で、ツル関係者の愛情あふれる指導や市民

のツルクラブ員への温かいまなざし、朝早く起こし

てくれたり集合場所まで送ってくれたりする家族の

支えが本当にありがたいし、うれしいです。�

　朝日が昇り、光を受けて輝くツルの羽ばたきを見

る時、大自然を体いっぱいに感じる充実の瞬間です。

みんなで数えた羽数が発表されると心地よい達成感

を感じます。そしてまた、来年もがんばってみよう

と思います。�

�
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